
 

 

 

 

◆生徒数及び教員数 

 ○生徒数 

  

 

 

 

○教員数 ３７名 

 

◆学校の特色 

 本校は、校訓「自立・友愛」、学校スローガン「支えよう仲間を 高めよう自らを」のもと、生徒会役員が

中心となって、あいさつ運動やボランティア清掃などに取り組む、明るく活気のある学校である。以前には生

徒指導が困難な時期もあり、教職員は、生徒の問題行動にチームで取り組むとともに、授業の成立と学力の定

着に向けて相互での授業参観など授業改善にも力を入れてきた。その結果、現在は地域の方から「生徒がよく

あいさつしてくれる」とほめていただくことも多くなっている。また、学習面では、これまでに取り組んだ、

「すっきり導入」「しっかり展開」「はっきり結論」の流れによる一時間完結型の学習指導過程や、「ユニバー

サルデザイン」などの工夫の成果として、生徒は生き生きと学習に取り組んでいる。平成30年度より本事業

の指定を受け、「訊き合う活動」「振り返り活動」の実践を進めており、多くの教科で生徒相互の学び合いが日

常的に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆研究主題設定の理由 

 新学習指導要領において示された「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、本校では、話し合い活動

に主眼をおいて授業改善に取り組んできた。平成29年度の生徒の意識調査では、「話し合い活動によって学習

内容が広がったり深まったりしている」と考えている生徒が少ないことが明らかになった。話し合い活動を行

っても、受け身で友人が発表しているのをぼんやりと聞いている生徒や自分の意見を一方的に主張する生徒

も少なからず見られた。そこで、話し手と訊き手が積極的に関わり合い、友人の意見から気付きを得たり、自

分の考えを振り返ることができるような話し合い活動をめざして、言語を介して周囲に対し能動的に関わる

力の育成を研究主題とすることとした。また、話し合い活動における訊き手の役割を明確にするため、活動の

呼び名を「訊き合う活動」とした。あわせて、授業で生徒が何を学び、どのような変容があったかを実感でき

るための工夫として、「振り返り活動」を取り入れることとした。 

 

第１学年 第２学年 第３学年 特別支援 全 校 

６学級 

１８４名 

６学級 

１９５名 

５学級 

１７３名 

４学級 

１２名 

２１学級 

５６４名 

（様式２） 

アクティブ・ラーニング研究推進モデル校事業  高松市立古高松中学校 

 研究主題 

言語を介して能動的に関わる力の育成 

－「訊き合う活動」・「振り返り活動」の工夫－ 

 

 

 

Ⅱ 研究主題等 

Ⅰ 学校の概要 



◆研究内容及び方法   

〇 キーワード 

 「訊き合う活動」・「振り返り活動」 

〇 「訊き合う活動」について 

 「訊き合う活動」とは、一方的に発言するだけの交流活動とは異なり、発言した内容に関して「確認」「質

問」を繰り返す、双方向の交流活動である。 

〇 「振り返り活動」について 

 「振り返り活動」とは、従来の学習内容の振り返りを超えて、学びの過程を振り返る活動である。 

 

 平成30年度には、「訊き合う活動」・「振り返り活動」を実践するにあたり、ワークショップを行って全教員

がイメージを共有したうえで、一人一回の校内公開授業を行い、相互に参観しあった。また、令和元年度には、

ワークショップで「訊き合う活動」・「振り返り活動」のチェックポイントの共通理解を図り、校内での公開授

業では相互の参観に加えて動画による記録を行い、後日の研究協議では、その動画をもとに参観できなかった

教員も含めての協議を行った。このような取組と「10 の指標」の分析を通して、次の二点が課題としてあげ

られた。 

〇教科の特性を生かした「訊き合う活動」・「振り返り活動」を考える必要がある 

〇生徒の質問や確認などの対話スキルを高めていく必要がある 

 

そこで、本年度の研究内容は次の二点とした。 

〇教科部会において、教科の特性を生かした「訊き合う活動」・「振り返り活動」についての研究を進め、計

画的・系統的に実践すること 

〇対話スキルを高める手法として１年生を中心にピアサポート活動を実施すること 

 

具体的な研究スケジュールは次の表のとおりである。 

 教科部会における研究 

ピアサポート活動 

（２・３年の異教科グループ 

による公開授業に向けた 

取組を含む） 

成果の検証 

１学期 

〇各教科での「訊き合う活

動」・「振り返り活動」の持

ち方についての研究 

 

〇ピアサポート活動計画の確認 

〇ピアサポート活動のねらいや育

てたい力の確認 

〇公開授業に向けたグループでの

ブレインストーミング 

〇「10の指標」項目設定 

 

〇アンケートの実施及び 

結果・分析 

〇「10の指標」目標値設定 

２学期 

〇各自が１回ずつ校内での

公開授業を実施 

〇指導案検討 

〇事前授業 

〇アクティブ・ラーニング公開授   

 業 

〇公開授業の振り返り 

 

 

〇アンケートの実施及び結

果分析（「10の指標」目標

値との比較） 

３学期 

〇教科の特性を生かした

「訊き合う活動」・「振り

返り活動」についてのま

とめ 

〇本年度のピアサポート活動実践

のまとめ 

〇現職教育の振り返りシー

トの分析 

 



 

 

◆指標設定と達成に向けた取組１ 訊き合う活動 

 

 

  

指標  「①はい＋②どちらかといえばはい」の合計 

      

 

        

  

 

 

指標  「①はい」のみ 

 

 

 

 指標の達成に向けた実践 

 <実践１>各教科の特徴に応じた「訊き合う活動」を取り入れた授業 

 昨年度より、「確認」・「質問」という 

双方向のコミュニケーションを意識した 

「訊き合う活動」を全教科の授業の中で 

取り入れた。本年度は新型ウイルス感染 

拡大予防のため、年度当初は活動を実施 

できなかったが、各教科で「訊き合う活 

動」の持ち方について話し合い、それを 

もとに２学期に入ってから、訊き合う活 

動が効果的な場面を厳選し、時間も15分 

以内に限定して活動を実施した。 

３年生の保健体育の授業では、感染症 

予防策を３つの観点で分類し、ランキン 

グさせたり、お互いの考えを可視化でき 

るようホワイトボードや付箋を用いたり 

することで、個々の考えの違いが明確に 

なり、なぜそう考えたのかを知りたいと 

いう意欲が高まることで、「訊き合う」 

必然性がある活動が実施できた。（資料１） 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究実践 

１ （生徒質問紙） 授業で、自分の考え方を発表する機会では、自分の考えがうまく伝わ 

るよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して発表していますか。 

R１調査 
67.6％ 

目標値 
70.0% 

11月調査 
65.5% 

7月調査 
60.5% 

１ （生徒質問紙） 友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができます 

か。 

R１調査 
48.2％ 

 

目標値 
55.0％ 

11月調査 
66.7% 

 

資料１ 保健体育科学習指導案 

 



 <実践２>ピアサポート活動の実施 

 R元年度の実践では、「質問したり確認 

したりしたい」という意欲はあっても、 

「どのような聴き方をすれば良いのかわ 

からない」という、生徒のコミュニケー 

ションスキルの課題が明らかになった。 

そこで、生徒相互の関係性やスキルを 

高めるために、ピアサポート活動を各学 

年団で実施した。「より良い聴き方」や 

「一方通行と双方向のコミュニケーショ 

ン」など、交流する上での一つ一つのス 

キルを分解して、グループワークでその 

必要性を理解させるとともに、日頃から 

意識できるように学級担任が中心になっ 

て声かけをしながらクラスの雰囲気作り 

を行った。 

 １年生の学級活動の授業では、「伝わ 

りやすい話し方」についてのグループワ 

ークのあとで、振り返りシートを使って 

自己評価を行い、参観の指導主事から、 

「目的意識を明確にもたせた話し合いと 

ともに、観点を示した振り返りシートを 

使って自己の変容を評価し、改善につな 

げることができる。」とのコメントをい 

ただいた。（資料２） 

 

<実践３>大学教員による指導を基にした取り組み 

  昨年度から、香川大学教育学部の岡田先生に教職員研修での 

ご指導をお願いしている。10月22日に校内で実施した研究授 

業では、後日、次のようなご指導をいただいた。（資料３） 

〇 「訊き合う力」をつけるためには、①話し合いの流れの 

可視化、②場の設定、③質問時の観点・話形を示す、など 

を積極的に取り入れていく必要がある。 

〇 訊き合うためにはまず、誰かが意見を述べる必要があり、 

「話す」⇔「訊く」のサイクルを少しずつ確立するように 

していけば良い。 

 研究授業の様子について、伝えようとする意思が確実に見え、 

話し合える土壌も定着してきており、これが「主体的・対話的 

で深い学び」に結びつく効果的なものであると言っていただい 

た。 

 

 

 

 

 

学習内容及び学習活動 教師の支援活動及び指導上の留意点 

１ 前時の振り返りを行う。 

 ・ 一方通行と双方のコミュニケーショ

ンについて 

２ 本時のピアサポート活動を知る。 

 

 

◯ 気持ちの良い挨拶からスタートさせる。 

◯ 上手くいったことや困ったことを発表させる。 

◯ 人に言葉で伝えることの難しさを再認識させる。 

◯ 学級の生活班を組ませる。 

 

 

◯ 普段の学校での自分たちの容姿を振り返させる。 

・ マスクの存在に気づかせ、幅広い面での利便さ不便さ

を発表させる。（会話をするうえで。） 

３ グループワークを行う。 

（１） 「はぁ。」当てゲームを行う。 

１種類目：身振り手振りなし 

２種類目：身振り手振りあり 

① なんで？の「はぁ」 

② 力をためる「はぁ」 

③ ぼうぜんの「はぁ」 

④ 感心の「はぁ」 

⑤ 怒りの「はぁ」 

⑥ とぼけ「はぁ」 

⑦ おどろきの「はぁ」 

⑧ 失恋の「はぁ」 

（２） 部屋当てゲームを行う。 

 ① 説明 

 

 

 

 

 

② グループ活動 

 

 

 

③ 解答発表 

◯ １グループ３～４人で行わせる。 

◯ １人が話し、残りの人がどの「はぁ。」を行ったのかを班

で話し合って決め、当てさせる。 

◯ ２種類行わせ、活動を活発化させる言葉かけを行う。 

◯ マスクをしながら声のトーンや目や頬の動きで伝えるこ

との難しさに気付かせる。 

◯ 恥ずかしさが出ると、ゲームに面白さが出ないため、堂々

と喋ることを伝える。 

◯ どんな所に難しさを感じたのかを発表させ、クラスで共

有させる。身振り手振りを使うことによって、相手への伝わ

り方に変化があったか問う。 

 

◯ ゲームの説明を行う。 

  

 

 

 

 

 

◯ 班員で協力して行い、意見交換を行わせる。 

◯ 相手の意見を真っ向から否定する言い方ではなく、傷つ

くことのない言葉を選んで話させる。 

◯ 机間巡視をし、グループの動きや話に入れていない生徒

の支援を行う。 

◯ 自分の班の解答が合っているか確認させる。 

４ 本時のまとめをする。 ◯ どのような話し方が、相手にとって分かりやすい話し方

なのかを気付かせる。 

◯ ワークシートにて、本時の振り返りを行わせる。 

◯ 今後の学校生活や私生活での話し方や協働の大切さを語

り、今後に生かさせる。 

伝わりやすい話し方と協働の大切さに気付こう。 

課題 先生ばかりが住んでいるマン

ションがある。どの部屋に住んでいる

のかを当てる。班員で話し合って、図

に先生の名前を書き入れる。 

・ 封筒に入っているカードを裏返しにして、班員に配る。 

・ １人が喋っているときは、口を挟んではいけない。 

・ １つのカードにつき、２回まで喋って良い。 

・ 聞き直すことは禁止とする。 

・ メモをとってもよい。  

資料２ 学級活動学習指導案 

資料３ 岡田先生の研修資料 



◆指標設定と達成に向けた取組２ 振り返り活動 

 

 

 

指標  「①はい」のみ 

      

 

        

  

 
 
指標  「①はい＋②どちらかといえばはい」の合計 

 

 

 

指標の達成に向けた実践 

<実践１>「振り返り活動」の意義と取り組み方の共通理解を図る研修 

    本年度はコロナ禍で「訊き合う活動」の実施が難しいため、振

り返り活動を重点的に行おうという考えのもと、６月の現職教育

では、「振り返り活動とは？」というタイトルで全教員で議論を

行った。また、担当からのミニワークショップでは、「振り返り」

には種類があり、それを使い分ける必要性があることや、その中

で、「問題解決の過程」を振り返る力は、教科を越え今後の生き

る力としてとても大切であり、育成する必要があることなどを説

明し、共通理解を図るとともに、教科ごとにどのような振り返り

活動の行い方があるかを考えてもらった。（資料４） 

   これを受けて、各教科で振り返りシートやポートフォリオ等 

  の実践を進めた。（資料５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ （生徒質問紙） 授業で学習したことを振り返ることで、新しい気付きや発見がありま

すか。 

R１調査 
34.0％ 

目標値 
50.0% 

11月調査 
39.4% 

7月調査 
38.9% 

２ （生徒質問紙） 授業で学習したことを振り返ることで、自分の進歩に気付くことがあ

りますか 

7月調査 
84.9％ 

11月調査 
87.2% 

資料４ ミニワークショップの資料 

資料５ 生徒が「振り返り活動」で書いたコメント 

とその分析（２年数学）  

私はよくグラフの直線がずれることがあるので、点をとる
ときは、点と点を離したいと思いました。まずは切片をとる

とわかりやすいことが分かりました。 

【問題解決のための過程を意識した振り返り】 

人に教えるときって頭の中のなんとなくやってることに理

由をつけて分かりやすく説明しなきゃなって思いました。 

【「訊き合う活動」における自己の説明への 
メタ認知】 

今日、グラフの特徴について学びました。y=ax+bのbは切片ということを

知りました。切片はy 軸上のyの値が切片であることを知り、9/3のふり返

りで、x=0のときyはbになるとかいていたので、ぼくは前から切片の見つけ

方をかいていて、見返すといいふり返りだなと思いました。 

【自分の知識の再構成、知識創造につながる気付き】 
 

① 

② 

③ 今日は式から表をつくりました。表をつくってわかった

のはx=0のときy=ax+bの「b」になることが分かりまし

た。なので表をつくるときはまずx=0の下に「b」の値を

かいて次に x=1 を代入してyを求めて、変化の割合を求

めるのが一番はやいなと思いました。 



<実践２>活動のレベルアップを図るための具体的な発問の例示と授業 

  生徒の「振り返り」をより発展させるために、８月の現職教育では、次のような文言を例示した。 

 

 ① どのようなことに気付きましたか。        ② どこでどのようにつまずきましたか。 

 ③ 授業の中で考えが変わったところはどこですか。  ④ さらに考えてみたいことはありますか。 

 ⑤ 友達から学んだことはありますか。 

 

  10月の校内研究授業では、学級活動（ピ 

アサポート）の授業で、授業時間の自分の 

取組についての自己評価と班のメンバーで 

の相互評価、感想を書ける振り返りシート 

を取り入れた。感想において深い振り返り 

ができている生徒に感想を発表させ、キー 

ワードを板書することで、振り返りの深ま 

りをねらった。（資料６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<実践３>大学教員による指導を基にした取り組み 

   香川大学教育学部の岡田先生から「振り返り活動」についても次のようなご指導をいただいた。 

〇振り返り活動とは学習内容に関する振り返りを越え、学びの過程に目を向けることである。学びの

過程に目を向けるとは、 

  

    

 

    というように、授業の流れの中での思考の変化を自分で振り返る活動であり、これが自己調整力の育 

成に繋がる。 

〇「振り返る力」をつけるためには、①メタ認知を意識した発問を行う、②話し合い活動時に突っ込 

みを入れて深める、③生徒の発言を繰り返し使う、等を積極的に取り入れていく必要がある。また、

振り返りは共有することで再認知されたり、より良い方法を見つけることができるため、振り返り

を共有することができるような、教室の環境作りが非常に重要であることをご指導いただいた。 

 

「今日は○○のことが

わかりました」 

「最初は○○と思っていたけど、グループで違う意見があったの

で、○○だけでなく△△も大事だと思いました」 

 
 

資料６ 学級活動の授業での振り返りシート 

マスクをしていると思いが伝わりにくい

から、声の調子を変えたり身振り手振り

を加えたりする工夫が必要だと気が付き

ました。 

 



 

 

R2年度授業改善のためのアンケートを 7月と 11月に実施した。その結果をもとに、成果と課題をまとめた。 

 

 ◆「訊き合う活動」に関する成果と課題 

－成果－ 

生徒アンケートでは、「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができる」「自分の考えを

発表する機会では工夫して発表している」の２項目でそれぞれ肯定的回答の割合が 92.8→96.6、60.5→65.6

と増加しており、傾聴スキルや自分の意見を伝えるスキルを一人ひとりが意識できるようになってきている

ことが窺える。「ピアサポート活動」の一環でソーシャルスキルについても学習したことが要因として考えら

れる。 

－課題－ 

教員アンケートでは「訊き合う活動を通じて、生徒の考えを深めたり、広げたりすることができているか」

の項目で肯定的回答の割合が29.4→84.9と大きく増加しているが、一方で生徒アンケートの「話し合う活動

で自分の考えを広げたり深めたりすることができている」の肯定的回答の割合は80.8→78.5と減少している。

最長15分の活動時間の中で各教員は工夫して発問し、考えを深めようとしているが、生徒からは「もう少し

時間がほしい」「話し合いをしてもまだ疑問が残ってしまった」といった声が聞かれた。活動に対する意欲の

表れともとれるが、活動の設定の仕方や時間確保等は今後も考えていく必要がある。 

 

 ◆「振り返り活動」に関する成果と課題 

－成果－ 

 教員アンケートでは、「生徒が自己の変容について意識できる活動になっているか」という項目の肯定的回

答は58.8→63.7と増加した。教員研修や、岡田先生の講話などで、「振り返り活動」とはいったい何なのかを

改めて学ぶ機会を持ち、そこから「思考の過程をふりかえる」ということを共通認識して取り組むことができ

た。実際にポートフォリオを用いて生徒の考えの変容を残していく教員も以前と比べて増えている。 

 生徒アンケートでは、「学習したことを振り返ることで、新しい気付きや発見がある。」「自分の進歩に気付

くことがある。」の２項目でそれぞれ、82.7→87.4、84.9→87.2と増加しており、振り返る価値について生徒

が実感できている。今後も継続して行うことで更なる向上を目指したい。 

－課題－ 

 コロナ禍で短縮授業が多かったこともあり、「振り返り活動」の時間が取りにくかった教科もあった。継続

して振り返り活動を行っている教員との差が広がっている。 

 「振り返り活動を通じて生徒に理解を深めたり、新たな気付きや発見をさせたりすることができているか」

の項目は7月と11月で数値の変化が見られなかった。振り返りをより深めるための工夫を今後も模索する必

要がある。 

 

－成果や課題から見える今後の展望－ 

〇 上述の「訊き合う活動」で見られた教員と生徒の意識の差を今後、埋めていく必要がある。生徒がお互い

に訊き合う中で「深い学び」を実感して成長していけるよう、発問の工夫やそれに応じた時間の確保ととも

に、単元全体を見通してどこで訊き合う活動を行うのが効果的なのかを一層吟味したい。 

〇 現在、振り返り活動の一環で取り入れているポートフォリオは、次年度から始まる新しい評価の３観点の

内、「主体的に学習に取り組む態度」の分野でも活用が可能であるように思われる。今後、評価のあり方に

ついても研究を深め、更なる「振り返る力」の育成に努めたい。 

Ⅳ 研究の成果と課題 
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１ 研究主題 

 

 

２ 研究の具体 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の検証および改善の手立て 

〇 「振り返り活動」を積極的に行った結

果、生徒アンケートから、振り返るこ

との価値について生徒が実感できて

いることが明らかになった。 

 

●  「訊き合う活動」では、教員アンケ

ートと生徒アンケートの比較で、各教

員は工夫して発問し、考えを深めよう

としているが、生徒は学習がなかなか

深まっていないと感じていることが

明らかになった。一単元内で「訊き合

う活動」をどこで設定するのがより効

果的かを吟味する必要がある。 
  

言語を介して能動的に関わる力の育成 
 

－「訊き合う活動」・「振り返り活動」の工夫－ 

「主体的・対話的で深い学び」の実現 

「訊き合う活動」の充実 

・思考ツールを活用して深める 

 

 

 

・教材を工夫して交流を深める 

 

 

 
 

・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞを利用して意見を深める 

 

「振り返り活動」の充実 

・日々の授業内で「振り返る時間」を設定 

 

 

 

 

 

・思考の過程を意識した振り返りを行う 

 

 

 

 

「ピアサポート活動」の充実 (訊き合う活動・振り返り活動を行うための対話ｽｷﾙを高める) 

・「相手に伝わりやすい話し方について」     ・「一方通行と双方向のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」 

 

 

振り返りの振り返り 

三角ロジック 

2 年国語 

「9/3 の振り返りで

僕は今日の学習内

容を気付いていて、

見返すといい振り

返りだと思いまし

た。」 

 

ｸﾗｹﾞﾁｬｰﾄ 

1 年音楽 

ﾌｨｯｼｭﾎﾞｰﾝ 

2 年音楽 
ポートフォリオ 

2 年数学 

1 年学活 2 年理科 

3 年保体 

生徒アンケート 

生徒アンケート 

教員アンケート 


